
みちのくの護り
東北方面隊

みちのくＡＬＥＲＴ２０２４から得た
通信上の教訓

東北方面総監部防衛部システム通信課

令 和 ７ 年 ２ 月 ２ １ 日 （ 金 ）
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講演内容

１ みちのくＡＬＥＲＴ２０２４の振り返り

２ 災害時の自衛隊の通信の構成要領

３ 通信構成における課題

４ 今後の方向性
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東北地区における災害対応に関する意識改革及びノウハウを確実
に継承すべく、６年ぶりに大規模実動演習（みちのくＡＬＥＲＴ２
０２４）を実施

総 括

大規模実動演習 約６年ぶり

東日本大震災から１３年
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目的等
5

東北地区における最大規模の災害対処演習であり、海外からも
１３３名が研修

総 括

区 分 内 容

目 的
自治体、関係機関及び自衛隊が連携した演習を実施し、東

北地区の災害対処能力の向上を図る。

期 間 令和６年１１月１５日（金）～２４日（日）

場 所 東北全域

参加機関
〇 陸・海・空自衛隊（内、陸自３６コ部隊）
〇 ６県２９市２７町９村（計７１コ自治体）
〇 関係機関（６３コ機関）

研修者 ５２７名（指揮所訓練１８３名 実動訓練３４４名）



区 分 １５日（金） １６日（土） １７日（日）
１８日（月）

～
２４日（日）

２９日（金）

共 通

青森県

岩手県

秋田県

宮城県

山形県

福島県

指揮所訓練

6

孤立地域での災害応急対策活動

LCAC運用 浮橋架設 人命救助

災害時協力協定
締結

物資輸送

装備品等展示

指揮所訓練 実動訓練 総合研究会

防災・伝承
シンポジウム伝承プログラム

情報伝達訓練

孤立地域の救助

避難住民受入

ＳＣＵ設置（花巻空港）

自治体との偵察

物資輸送

物資輸送

即時救援活動

即時救援活動

自治体との偵察

○ １５日、仙台駐屯地を主体に指揮所訓練、１６日から２４日に
かけて、石巻市を主体に東北全域において実動訓練を実施

○ 伝承プログラムとして、震災遺構の研修・シンポジウムを実施
総 括

全般日程



指揮所訓練と実動訓練の連接
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時 期 １１月１５日（金） １１月１６日（土）～１７日（日）

想 定
災害応急対策活動発災

孤立地域への部隊集中

指揮所
訓練

実動
訓練 ヘリコプター

映像伝送

クロノロジー

即時救援活動

ホイスト救助

総合訓練

ＬＯ派遣

発災当初の情報収集訓練

命令

道路啓開

日本海溝型計画の適用

【石巻市訓練会場】

演習想定上の状況推移に応じて指揮所訓練を実施し、指揮所訓練
と実動訓練を連接することにより実際的な総合訓練を実施するとと
もに、計画の実効性向上及び災害対応に係る練度を向上

総 括

作戦会議指揮所活動

ＬＣＡＣ揚陸



動画上映「みちのくＡＬＥＲＴ２０２４」
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動 画 上 映
（約６分）

「みちのくＡＬＥＲＴ２０２４」

https://nea-n.gbase.gsdf.mod.go.jp/nea/NEAHQ_G-3_SYS/DocLib1/★部隊との情報共有フォルダ/防災セミナー２０２４/【一般】（動画）みちのくALERT2024（写）202502062040-2.mp4


キーメッセージ及びコンセプト
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「繋がる。」
コンセプト

１ 組織と組織が繋がる。

２ 計画と行動が繋がる。

３ 過去から未来へ繋がる。

Ⅰ 各組織の災害対応能力の総合一体化
Ⅱ 組織間の信頼関係の醸成

Ⅲ 方面隊震災対処計画の具体化

Ⅴ 将来の災害対応に資する検証・検討

キーメッセージ

Ⅳ 災害対応への意識・教訓の伝承



１ 組織と組織が繋がる。
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各機関の発災直後の取組を共有し、能力を正しく理解して連携総 括

通信器材等の搬送（ＮＴＴ東日本） ＬＣＡＣによる揚陸（ＮＴＴドコモ）

ホイストによる患者の救出（海上保安庁） 部外機関と連携した救護活動（ＤＭＡＴ）



２ 計画と行動が繋がる。（震災対処計画の検証）
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自衛隊家族会及び隊友会による
隊員家族宅訪問（安否確認）

前方支援地域（岩手・八戸）の開設 海上自衛隊（ＬＣＡＣ）との協同

予備自衛官の運用（医療看護衛生支援）

計画に基づき、各部隊の行動について検証総 括



３ 過去から未来へ繋がる。(災害対応への意識・教訓の伝承)
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防災・伝承シンポジウム

ドローンによる上空映像

総 括

無人

リモコン

○ 伝承プログラム・シンポジウムにより、震災の教訓を伝承
○ 先端技術（ＩＣＴ化）により省人化を図り、活動の高速化及び
２次災害を防止

無人ラジコン油圧ショベルによる瓦礫除去

要救助者捜索に係るＵＧＶの活用

３ 過去と未来へ繋がる。（震災の教訓を伝承）



講演内容

１ みちのくＡＬＥＲＴ２０２４の振り返り

２ 災害時の自衛隊の通信の構成要領

３ 通信構成における課題

４ 今後の方向性
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災害時の自衛隊の通信構成要領

月 発災月 発災１か月

期区分

活動

区分

通信

所要

第Ⅰ期 第Ⅱ期前段 第Ⅱ期後段

即時救援活動 応急救援活動 応急復旧支援活動

発

災

〇 発災直後、ＦＭ通信・衛星通信により初動通信を確保（音声主体）
○ ＬＴＥは使用できない又は制限の可能性
〇 搬送通信・光通信により、通信回線の容量を拡充

総 括

光搬 送

ＬＴＥ

Ｆ Ｍ
衛 星

被害状況の
情報共有のための通信

道路啓開、給水、炊事、
救護支援のための通信

物資輸送、入浴等の支援、
戦力回復のための通信
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災害時の自衛隊の通信構成要領の変化

区 分 自衛隊の通信の変化
備 考

端末 ネットワーク

平成２３年
東日本大震災

○ 無線を主体に通信を確保
○ 携帯電話（ガラケー）による音声・メール
で共有

○ ネットワークは搬送通信が主体であり、
１か月程度経過後、一部、通信事業者の光回
線を借用

携帯復旧
約３Ｗ

平成２８年
熊本地震

○ 無線、スマートフォン、ｉＰａｄにより、
通信を確保

○ スマートフォンによりＳＮＳ等で共有
○ ネットワークは搬送通信・衛星通信が主体
であり、一部、通信事業者の光回線を借用

携帯復旧
約１Ｗ

令和６年
能登地震

○ 無線、スマートフォン、ｉＰａｄにより、
通信を確保

○ スマートフォンによるＺＯＯＭ等で共有
○ ネットワークはインターネット光回線及び
スターリンクが主体

携帯復旧
約２Ｗ

〇 使用する端末は、ＦＭ無線機（音声）からスマートフォン等（データ）
に進化し、情報量が増大

○ ネットワークは大容量（数メガ→ギガ）へ変化
総 括

メガ

ギガ
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講演内容

１ みちのくＡＬＥＲＴ２０２４の振り返り

２ 災害時の自衛隊の通信の構成要領

３ 通信構成における課題

４ 今後の方向性
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通信構成における課題

区 分 通信構成における課題 備 考

地形上
○ 東北は奥羽山脈で東西に分断され、特に
日本海側へのＦＭ通信・搬送通信の構成は
中継所要が増大

気象上
○ 冬季間、積雪により中継所の開設に制約
（スキー場の閉所が多く、深刻化）

通信基盤

○ 民間の主要な通信基盤は、主要な国道沿
いに集中しており、山間部の過疎地におい
ては民間通信の借用に制約

○ 架空線が多く、発災当初は火災、断線等
が発生

○ 一部の駐屯地のＬＴＥが脆弱
（現在、携帯電話事業者の皆様のご協力に
より、急ピッチで改善中）

〇 東北地方は山間部が多く、衛星通信等の準備が必要
○ ＬＴＥを使用する場合は、エリアの確認が必要

総 括

青森

山形沿岸部
への構成

福島沿岸部
への構成

神町

岩手

秋田

仙台

岩手沿岸部
への構成

福島山間部
への構成

福島

郡山
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～ 繋がる～ 「みちのくALERT２０２４」

区 分 教訓事項 備 考

海自ＬＣＡＣ
への積載

ＬＣＡＣに搭載できる車両が限定的（接近角が

２０度以上）

陸自ヘリ
への積載

災害現場到着後の通信器材の卸下から開設

については継続的な訓練が必要

映像写真等
の共有

インターネット上のファイル共有空間を活

用して映像写真等を官民で共有

みちのくＡＬＥＲＴ２０２４での教訓事項

〇 継続的に練成し、練度を積み上げ総 括

20゜20゜

役
務
業
者

自
衛
隊

映像写真等の共有

インターネット環境

18



講演内容
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２ 災害時の自衛隊の通信の構成要領

３ 通信構成における課題

４ 今後の方向性
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今後の方向性

区 分 今後の方向性

ネットワーク

○ 携帯基地局の早期復旧又は健在化の処置

○ Ｌ５Ｇの活用（申請等）

○ 低軌道衛星等の活用

システム等

○ 災害現場における警察、消防、自衛隊、自治体等との情報共有
・ 民生品や公共安全モバイルシステムの活用
・ ＳＩＰ４Ｄの活用

○ 被害情報の共有（映像写真等）
・ ヘリコプター映像伝送、地上映像伝送等の共有（自己位置共有）
・ ドローン等の連携
・ ＺＯＯＭ、ＤｒｏｐＢｏｘ等の活用

サイバー
セキュリティ

○ サイバーセキュリティ部隊との連携

令和７年度の災害対処訓練で実施し具体化総 括
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質疑・応答

ご質問等がございましたら
お願いいたします。
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動 画 上 映
（約３分）

動画上映「平成２８年熊本地震」

「平成２８年熊本地震」

https://nea-n.gbase.gsdf.mod.go.jp/nea/NEAHQ_G-3_SYS/DocLib1/★部隊との情報共有フォルダ/防災セミナー２０２４/【一般】（動画）平成２８年熊本地震（写）202502062040-3.mpeg


ご清聴ありがとうございました

感 謝
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みちのくの護り
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東北方面総監部防衛部システム通信課
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